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1.本書は、昭和55年度に建設省広島建設局から委託をうて実施 した一般国道 9号線松江東バイパス

建設予定地内埋蔵文化財発掘調査の概報である。

2 昭和55年度は、欠の 6遺跡の暫定道路部分の発掘調査を実施 した。

①春日遺跡 ②夫敷遺跡  ③布田遺跡 ①中竹矢遺跡 I区 (盛土部) ⑤才ノ峠遺跡 ③石台

遺跡 I区 (橋台部 )

3.調査組織

調査主体 島根県教育委員会

調査指導 山本清 (島根県文化財保護審議会委員 。島根大学名誉教授)、 町田章 (同・奈良国立

文化財研究所 )、 浪貝毅 (文化庁文化財調査官)、 小田富士雄 (北九州市立歴史博物館主幹)、 三

辻利― (奈良教育大学教授)、 甲元真之 (熊本大学文学部助教授)、 藤原宏志 (宮崎大学農学部助

教授)、 大声郁夫 (島根大学理学部教授)、 渡辺貞幸 (島根大学法文学部講師)

事務局 島根県教育庁文化課 課長 遠藤豊、主査 藤間享、課長補佐 長谷川行雄、文化振興

係係長 秋月延夫、埋蔵文化財係係長 勝部昭、田根裕美子

調査員 門脇裕 (文化課 (兼)文化財保護主事)、 黒谷達典 (同 (兼)文化財保護主事 )、 片寄

義春 (同 (兼)文化財保護主事)、 村尾秀信 (同 (兼)文化財保護主事)、 内田律雄 (同主事)、

園山和男 (同主事)、 平野芳英 (八雲立つ風土記の丘)、 柳浦俊― (同 )、 広江耕史 (同 )、 足立

克己 (同 )、 松尾二郎 (同 )

島根県埋蔵文化財調査員 池田満雄、門脇俊彦、横山純夫、勝部理恵子

4.遺構は、竪穴住居 SI、 構 SD、 土装・ 貯蔵穴 SK、 掘立柱建物 SBの 略号を付した。

5 概報作成にあたっては、調査員が分担 し文責をそれぞれ文末に明らかにした。
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昭和55年は、春から雨が多く昆になっても気温が上らず、低温による被害が全国的に広がり、60数

年来といわれる異常気象でこの年は「冷憂」という言葉が生まれました。その見の冷たい雨の中、松江市

竹矢町の才ノ峠遺跡の場合は雨、ぬかる土とたたかいながらの発掘調査作業が続きました。

昭和57年島根県で開催される「 くにびき国体」に国道 9号線松江東バイパスを間に合わせるため幅

員約 14ηの暫定道路部分の埋蔵文化財発掘調査を昭和55年度、56、 57年度の三カ年計画の予定で実施

することになりました。昭和55年度は第一次年度として、島根県教育委員会が建設省中国地方建設局

から委託を受けて実施したものであります。すでに昭和50年度、51年度にも道路予定部分の発掘調査

が行なわれており、すでにその成果は公刊しておりますが、さらに本年度調査を開始したものであり

ます。

この調査のため島 根県教育委員会では、調査員を増員 し、 9号線バイパ ス遺跡調査現場事

務所として文化課矢田分室 を新設して調査にあたることにしました。本年度の調査は規模が大きく、

加えてこの年の悪天候も重なって調査は種 難々渋 しましたが、関係者の協力によって調査を実施する

ことができました。

建設省中国地方建設局をはじめ地元および事業関係の方々に厚 く御礼申し上げます。

昭和56年 3月

島根県教育委員会教育長 水 津 卓 夫
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1,遺跡の位置と歴史的環境

松江東バイパス予定地内には 9遺跡が存在しており、そのうち平所遺跡、才ノ峠古墳群はすでに昭

和50年、51年 に発掘調査を完了している。以下、調査対象遺跡とその歴史的環境の概要を述べること

にする。

1.各遺跡の位置と環境

(1)春 日遺跡 (八束郡東出雲町出雲郷 1426番 地外)

春日遺跡は意宇平野の南側につらなる山塊の裾に沿って東流する意宇川が北に進路を変えるあたり、

須田川との間の沖積地に立地する遺跡である。かなり古くから知られていた遺跡で、水田の掘削に伴

い弥生式上器、土師器、銅鏡片などが発見されている。昭和54年の水路掘削に伴う発掘で弥生、古墳

両時代の包合層が確認されており、多量の弥生式上器をはじめ、かんざし状青銅製品も出上している。

また、弥生時代の溝状遺構が検出されており、大規模な集落、墓地の存在が予想される。遺跡は東西

400η 、南北 500ηの広範囲にわたるものと推定されている。

(2)夫敷遺跡 (八束郡東出雲町出雲郷 1606番地外)

夫敷遺跡は意宇川をはさんでその西側に位置している。当遺跡はかつて出雲国庁跡およびこれに併

設されていたという意宇郡郡家跡に比定されていたところである。昭和 51年試掘調査で、弥生時代か

ら奈良、平安に至る各時代の遺物が出上しており、付近に何らかの遺構が存在 していることが予想さ

れる。

(3)布田遺跡 (松江市竹矢町 1260番地外 )

布田遺跡は上記の夫敷遺跡のさらに西方の沖積平野の微高地に立地している。以前から緋地整理そ

の他に伴って石器、弥生式上器、土師器、須恵器等が採集されており、昭和49年の試掘調査では、弥

生前期後半、後期後半の上器および石器が多数出上している。このことから弥生前期後半頃から居住

が開始され古墳、奈良時代まで集落が営まれた可能性が強く、奈良時代には国分寺、国分尼寺関係の

集落があったとも考えられる。

(4)中竹矢遺跡 (松江市竹矢町 609番地外 )

中竹矢遺跡は、中竹矢古墳、社日古墳群などが存在する丘陵から南東の水田まで広がる遺跡である。

丘陵上には上記の古墳が築造されているが、幸いバイパス内には顕著な古墳は少ない。しかし、それ

でも小規模な古墳、あるいは古墳と思われる高まりが 5か ら6基存在しており、また、人為的な平坦

部も存在するところから住居跡のあることも予想される。付近には国分寺、国分尼寺に瓦を供給 した

と考えられる瓦窯跡があり、畑から水田部にかけては国分尼寺調査の際に奈良時代の上器が多数出土

している。

(5)才ノ峠遺跡 (松江市竹矢町 110番地外)

才ノ峠遺跡は国分寺跡の北方400旬付近の丘陵から前面の水田に至る間に遺跡が立地している。標
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高約30ηの丘陵上には才ノ峠古墳群があり、 1号墳、方墳 (一辺15η )、 2号墳、前方後方墳 (復元

長20阿 )で構成されている。この古墳に続 く丘陵斜面から奈良時代の須恵器、土師器、土製支脚など

が出上 し同時代の集落があったことが予想される。また水田中から須恵器、土師器が出土しているこ

とが知られている。

(6)勝負古墳 (松江市東津田町 2142番地外 )

勝負古墳は、北に馬橋川の沖積低地を臨む丘陵の先端部に位置し標高 1597b程度である。踏査によっ

て一辺 10窮前後、高さ lη弱の盛上が認められ一部に葺石らしき河原石も確認されたが詳細は不明で

ある。

(71 石台遺跡 (松江市東津田町 1796番地外)

石台遺跡は、上記の勝負古墳の西方にあり馬橋ナII流域沿いに立地している。 昭和51年馬橋川の改修正

事中に地表下約 1か ら1.5η の青黒色粘土層から多数の遺物が発見された。出土遺物には、縄文土器

をはじめ、弥生土器、古式土師器、土師器、石器類などがあり、縄文後晩期から古墳時代の遺物が採

集されている。縄文土器は大半が後晩期のもので、粗製土器片には籾殻らしき圧痕の残っている土器

もある。弥生土器は前期から後期にわたり、完形の高杯も出土している。石器類は大形打製石斧のほ

か、石欽や磨製石斧がある。遺跡周辺の地形や遺物の包合状態から、弥生前期以降継続的な居住地域

であったことが考えられ、広範囲な集落跡が想定されている。

2.松江東バイパス予定地周辺の遺跡

島根県教育委員会が昭和47年から48年 にかけて行なった遺跡分布調査によると松江東バイパス予定

地周辺には 100以上の遺跡が存在することが判明している。以上、時代を追って主な遺跡について述

べる。

(1)縄文時代の遺跡

縄文時代の遺跡では、才塚遺跡 (松江市竹矢町才塚)、 法華寺前遺跡 (同町法華寺前)、 旧竹矢小

学校校庭遺跡 (同町)、 さっぺい遺跡 (松江市八幡町山本)な どが知られ、縄文土器片、石鏃、石器

の発見が伝えられている。時期的には前期や中期にさかのばる遺跡とされている。遺跡の位置的な特

徴としては、この時代の遺跡はみな意宇平野の北側周辺の丘陵裾部に存在していることがある。

(21 弥生時代の遺跡

弥生時代になると遺跡は丘陵裾部からさらに意宇平野の中央部へと分布の広がりを見せ、数も縄文

時代より増加の傾向を示している。平浜八幡宮の参道南方にある官内遺跡 (松江市竹矢町)、 平野ヘ

の中央部に位置する布田遺跡 (同町)、 三軒屋遺跡 (同町)、 宮の後遺跡 (同町)な どがあり、さら

に周辺には春日遺跡 (東出雲町出雲郷)、 阿太加夜神社境内遺跡 (同 町)、 夫敷遺跡 (同町)、 丁ノ

明神遺跡 (松江市大草町)などが分布している。これらの遺跡から弥生時代の遺物が多数出土してお

り、特に 1で述べた布田遺跡からは弥生時代前期後半の特徴をもつ土器が認められている。

(3)古 墳時代の遺跡
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古墳時代初頭に入ると、松江市八幡町的場土壊墓にみられるような墳墓も現われ
る。ここからは古

式土師器のなかでは最古とみられる土器が出上している。

これにつぐものとしては、松江市矢田町来美にある来美古墳があげられ、いわゆる四隅突出型
の特

殊方墳として注目されている。

古墳時代中期以降になると茶臼山の西側山麓、山代町の台地と茶日山の東北側
にあたる大橋川沿い

の丘陵に次々と大形の古墳が築造される。すなわち、前方後方墳で全長90阿以上を測り、 県下最大級の

山代二子塚、その西南水田中には古くから方墳として著名な大庭鶏塚、また、大橋川沿
いの丘陵上に

築かれた前方後円墳の手間古墳、魚見塚古墳、井ノ奥 4号墳などがある。さらに中竹矢の丘陵
には才

ノ峠古墳消滅)の ほか竹矢岩舟古墳がある。

6世紀前半頃になると意宇平野の南側の大革丘陵には西百塚、東百塚古墳群が形成されその数約80

基を数える。

ついで 6世紀後半には、前方後方墳で内部構造に横穴式石室をそなえ、家形石棺を内蔵する岡田山 1号

墳 (松江市大車町つ 、御崎山古墳 (同町)などが築かれる。また、この地方に特徴的な石棺式石室が盛行
し、

山代円墳 (松江市山代町)、 山代方墳 (同町)、 岩屋後古墳 (松江市大草町有)、 古天神古墳 (同町)

などにそれが内蔵されている。

これらの影響を受けながら横穴群が形成されるのもこの時期以降である。松江市矢田町
には王面横

穴群があり37穴以上を数え、現存しているものは27穴である。複室構造のもの、玄室内
に石棺を備えたも

の、線刻壁画のあるものなど、出雲地方の代表的横穴群である。近くには狐谷横穴群もあ
る。

(4)歴史時代の遺跡

律令制時代になると、意宇平野中央部南側の松江市大草町六所神社付近
に出雲国庁が設置される。

一方、意宇平野北東の台地には出雲国分寺、尼寺が造営され、まさ
にこの地は出雲国の中心地であっ

たといえる。出雲国分寺の東側、県道沿いの民家の裏には瓦窯跡がある。
ここの瓦は国分寺、尼寺、

国庁で発見されたものと同じ文様であること、二寺に近いことから宮瓦窯
であったと考えられる。

また、茶日山南西麓には山代郷正倉跡が調査の結果明らかになり、国指定を受け、保存
されることに

なった。

松江東バイパス予定地周辺の遺跡の概要は以上のとおりである。

(片寄義春)
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第 1図 周辺の遺跡 (1:251X10)

1石台遺跡 2.勝負古墳 3平 所遺跡 4.才 ノ峠古墳群 5才 ノ峠遺跡 6中 竹矢遺跡
7.布田遺跡 8夫 敷遺跡 9春 日遺跡  10,才 塚遺跡 11法 華寺前遺跡
12.旧竹矢小学校校庭遺跡 13.さ っぺい遺跡  14宮 内遺跡  15三 軒屋遺跡
16.宮 ノ後遺跡  17.阿太加夜神社境内遺跡  18.丁 ノ明神遺跡  19的 場古墳群
20来美古墳 21.山代二子塚 22.鶏塚 23手 間古墳 24.井 ノ奥 4号墳 25,魚見塚
26.竹矢岩舟古墳 27.百塚古墳群 28.岡 田山古墳 29御 崎山古墳  30.山代円墳
31.山 代方墳 32.岩屋後古墳  33.古 天神古墳 34国 庁跡  35。 国分寺跡  36.国分尼寺跡
37.瓦窯跡 38.山 代正倉跡  39+王 面横穴洋  40.狐谷横穴群  41.来美廃寺
42井手平古墳 43向 山西古墳群 44古城山古墳群 45大 木古墳群 46出 雲国造館跡
47.東淵寺古墳

ぎ
考質

席

-4-



いしだい

2.石 台 遺跡 I区

石台 I区 は国道 9号線バイパスが馬橋川にかかる、その橋台部で発掘調査以前は水日として利用さ

れていた。発掘区内にはA、 B、 Cの三ケ所に トレンチを設定 し調査を行なった。各 トレンチの概要

は次のようである。

A区 。 南北 15れ、東西 7れ、深さ 5no I層 か らⅥ層まで確認 した。 I層 は耕作土。Ⅲ層は

褐色粘土層で砂を混入し赤色に変化している部分がある。Ⅳ層は黒灰色粘土層で植物を多く混入し粘

性が強い。Ⅳ層は灰色粘土層で皿層に似ている。V層は黒色有機質上で植物のみによって成っている。

Ⅵ層は青灰色粘土層で砂質の粘上で小石を合む。Ⅶ層は青灰色砂礫層で人頭大、あるいはそれ以上の

大きな石、及び砂からなる層。これら遺物が発見されたのは I層、コ層、V層である。 I、 V層から

は須恵器、土師器の細片、V層 からは縄文晩期の粗製土器片が出土した。上層は、東西はほば水平に

堆積しているが、南北は皿層あたりから馬橋川のあるJいこむかい徐々に低 くなり下層にいくにつれ傾斜は

大きくなる。Ⅲ、皿層は水田の客土であろう。

B区 。 南北 12れ 、東西 4阿 、深さ 3れ。 I層 からⅦ層まで確認 した。 I層 は耕作上で、須恵

器、土師器の細片、黒曜石のチップが出土した。Ⅱ層は黒灰色粒土層で水田の客土と考えられる。皿

層は灰色の砂層で トレンチの中ほどから北にむかいはじめる。Ⅶ層はⅢ層の下にあり、砂と大きな流

木が交互に堆積した層で、北にむかい深 くなる。Ⅳ層は灰色粘土層、V層 は灰茶褐色土層で北にむか

い低くなる。Ⅵ層は黒有機質上でやはり北にむかい低 く傾斜する。流木と木の実が多くみられる。

C tt。 南北 4η、東西 8aで I層からV層 まで確認 した。 I層 は耕作上、Ⅱ層は灰白色粘土

層で客土と考えられる。皿層は黒灰粘土層で薄く堆積する。Ⅵ層は砂層である。V層は褐色有機質土、

Ⅱ層の中より、青磁碗が一点出上した。底部のみで16か ら17世紀の中国製品と考えられる。南壁断面

第 2図  石台遺詠 I区 トレンチ配置図
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A区 西壁商北セクション

C区南壁(上X東壁(右 )セ クション

第 3図 石台遺跡土層図

は I層を除き、わずかに東にむかい底 く傾斜している。

A、 B、 C各 トレンチの上層の状態をみると、馬橋川にむかい除々に堆積しているのが判る。 I、

Ⅲ層を除くと、各土層は自然に堆積 したことが考えられる。Aト レンチV層 出上の縄文式上器片も流

入と思われる。これらの土器の状態は石台遺跡 I区 あたりが長い間にわたり湿地帯であったこともあ

り、また、現在の中ノ海につながる入江であったこともあったことを示すものであろう。これらの土

層の中に人工的な遺構を見出すことは出来なかった。しかし、 I、 Ⅲ層のように水田耕作の為に他か

ら運ばれてきた土層の中に、原始、古代の遺物の破片を検出したことは、この遺跡から、そう遠 くな

いところに出土遺物の示す時代の遺跡が存在することを示している。
(内田律雄 )
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3.春 日遺 跡 I区

本遺跡は、意宇川東岸に隣接しており、現在は、水田として利用されている。本調査区では、Aか

らEの 5つのグリッドを設定し、調査を進めた。なお、Aグ リッドは 7η ×6れ、Bか らEグ リッド

は 4η ×4阿のものを Bグ リッドを中心に東西南北の四方向に設定した。以下、グリッド毎にその概

要を説明する。

Aグ リッド層序は、第 I層 (耕作土層)、 第Ⅱ層 (客土層)が約30伽、第皿層 (青灰色粘質土層)

が36銅、第Ⅳ層 (青灰色砂層)が 18釦 と続き、以下、第V層 (砂礫層)と なる。遺物は、第V層 より

縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、中国製白磁、中近世陶磁器の破片を検出したのみで、他の層

には遺物を全く含んでいなかった。これらの遺物はいずれも磨滅が著しい。

Bグ リッド層序は、Aグ リッドと同じであるが、その厚さは第 I層 15伽、第Ⅱ層16伽、第皿層30clB、

第Ⅳ層40伽 となっている。遺物は、Aグ リッドと同様に第V層より磨滅した土師器、須恵器の破片を

検出した。

Cグ リッド。Aグ リッドと同じ層序で、それぞれ第 I層 10cm、 第Ⅲ層 5師、第Ⅲ層55師 、第Ⅳ層50

0            20m

ll l

春 日遺跡 I区調査区配置図
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第 5図  Bグ リッド土層断面図

I 耕作土   Ⅲ 客 土  皿 茶褐色砂層  Ⅳ 青灰色粘質土質

V 青灰色砂層 V′ 灰色砂層 V″ 淡青灰色砂層 Ⅵ 砂礫層

伽の厚さをもつ。遺物は、磨滅 した須恵器の破片を検出した
のみである。

Dグ リッド。Aグ リッドと同じ層序で、それぞれ第 I層 16cln、 第Ⅱ層20師 、第
田層30clv、 第Ⅳ層50

clnの 厚さをもつ、第V層より磨滅した弥生土器、土師器、須恵器の破片を検出
した。

Eグ リッド。Aグ リッドと同じ層序で、第 二層 15釦、第Ⅱ層 5 cln、 第皿層55 clp、 第
V層 200側の厚

さをもつ。

以上の結果から、本調査区はかつて意宇川川床であったも
のと推定される。

(園 山和男)
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4.才 ノ峠遺跡

今回調査を行った範囲内は、丘陵部と水田部に分けることができる。丘陵は、意宇平野の北東部の

丘陵の内の 1つであり、東西 175れ 、南北90旬 、標高30れを測る。今回検出した遺構は、丘陵部だけ

にある。丘陵部は、南側斜面を段状、平坦に削り、 7つの加工段を造 り出している。それらの各加工段

には、掘立柱建物 16、 掘立柱に伴う住居4L状の遺構 6、 土壊 2が存在している。柱立柱建物は、第 1

加工段 1、 第 2加工段 9、 第 3加工段 1、 第 4加工段 1、 第 6加工段に 4軒ほどあり、土壊は第 3加

工段に 2基、住居LL状の遺構は第 2加工段 1、 第 3加工段 2、 第 4加工段 1、 第 5加工段 1、 第 7加

工段に 1基検出している。掘立柱は、 2間×3間を基本としており、総柱ではない。 第 1加工段の

SB01は 、2間 (4.10阿 )× 3間 (665a)で 、柱は直径60～ 70伽の円形のものが 8、 60cln× 70cllの

隅丸方形のもの 2、 深さは、40clv～ 80 cmで ある。 SB 01は 、規模も本調査区内で最大であり、丘陵頂

上部に位置していることより特殊な建物であったようだ。 SB 01の 西倶1には、才ノ峠 1号墳との間に

遺構の存在しない空白地帯があり、広場状の場所であったと思われる。

水田部 水田部は土層中に木片、植物等を混入していることから湿地帯であったようで遺構は無く

検出していない。

遺物 (図版 3。 4・ 5・ 6)

須恵器は、丘陵部から出土したものである。第 6図 -9は第 2加工段、 3・ 10は第 4加工段、 1・

4・ 5。 7は第 6加工段から、 8・ 11は第 6加工段下部斜面より出土 している。 4・ 5は SB-14、

15の いづれかに伴うと思われる。 1は蓋で天上部にヘラ削りを施さず稜線も消えている。 2は、小形

の郭で立ち上がりがわずかに受部より高い。 3は蓋で頂部は平担に削ってつまみを付け、縁端部の内

面にかえりをつける。かえりの高さは縁端部とほば同じである。4は杯でかえりが消滅 し、縁端部が

直立する。天上部はヘラ削りの後、輪状のつまみをつける。5・ 6は郭で高台がやや外傾し杯部は丸

みを帯びている。 8はネで低い高台が外傾して付き底部から□縁部にかけて直線的に外傾する。 9・

10は界で回縁部がくびれている。11は底部から体部にかけ丸みを帯び、回縁部が外傾している。 8・

10・ ■は回転糸切り、 9は静止糸切りを施している。土馬 (第 7図 -12)は水田部より出上しており、

高さ66御 、体長 122伽 、重量 15459あ る。須恵器の裸馬でほぼ完形である。他にも4個体分の破

片が出土 している。図版 4-13は 、竹管によって馬具を表現する土馬の首の部分である。石鈴 (第 7

図-13)は 、丘陵部第 4加工段 2号住居址ピット内より出上している。これは、鳴らすためのもので

はなく石を削って鈴の形を模造したものである。土鈴 (第 7図 -14)は水田部より出土 しており、長

さが 7 cln、 球の径が 4例あり、重量は 65,79あ る。球の側面に 7ケ 所穴をあけ、下部には切れ込み

状の穴を 1ケ所あけている。中は空洞で小石が入っており鳴らすようになっている。もう1個体破片

が出土している。手捏土器 (第 7図 -15)は 、水田部より出上している。直径 5,l cll、 高さ3m、 厚

さ04～ 0 6cmあ る。手捏土器は、丘陵部、水田部から、約70個体出上している。第 7図 -16は土製

-9-



支脚の ミニチュアと思われ、高 さ 3 2 clpあ り、水 田部より出上 している。上錘には 3つの形がある。

第 8図 -17は、直径 18伽 、長さ 68伽 と細長 くつくられる。18は、直径 3 6cm、 長さ 5 1 cllあ り、

17・ 18と もに指で握 って成形 した様子がうかがえる。 19は 、球形 に造 られており径 4.5伽 ある。これ

らはともに水田部から出土 しているが、丘陵部か らも出上 している。瓦は、軒平瓦 (図版 5-19、 20

と軒丸瓦 (図版 5-21、 22)が あり、ともに唐草文帯の周囲に珠文帯をめ ぐらしており、国分寺出土

の瓦と同 じものである。木製品は、水田部から出土 している。下駄 (図版 6-23)は、一部を欠 くが

残存する長 さ 18.2c12、 幅 6働、歯の部分の厚み 2 clnあ る。曲物容器の蓋 (図版 6-劉、25)の 円形状

の一部 と思われ、厚み 05働あ り側板と固定するための桜皮が残 っている。火鎖臼 (図版 6-26)は 、

長さ 23.2 clB、 幅 5働、厚み 2 3 clnあ り上下の両方から切 り込みを入れて 4ケ 所使用 している。もう

一点 (27)は、長さ 222伽 、幅 35伽 、厚み 2 5 clnあ り 5ケ所使用 している。琴柱 (図版 6-28)は 、

長 さ 4.6卵 、高さ 25伽で三角形の頂上部に弦をかけるための切 り込みを入れている。

まとめ 遺物からみると、丘陵部 と水田部は密接な関係にあると思われる。出土 している土器類は、

2ケ所 ともほぼ同一時期であり、一部古墳時代後期にかかるものもあるが、飛鳥え奈良時代を中心と

しているようである。遺物の中に多量の手捏土器、土馬数個体、火鑽日 2個体を伴うことにより祭杞

的色彩が強いようである。遺跡の位置は『出雲国風上記』に「国の庁より海辺に通 う道」とされる道

の東方であリャ南方の意宇平野には出雲国分僧、尼寺、及び瓦窯址がある。今回調査 したところ、出

土遺物に瓦、墨書土器、陶硯、木簡が含まれており、本遺跡 とそれ ら律令時代の遺跡 とは密接な関係

にあるようである。 ″く温!′ril 史

注煮ハ     4

8

第 6図 才ノ峠遺跡出土遺物
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第 7図 才ノ峠遺跡出土遺物 (2)
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第 8図 才ノ峠遺跡出土遺物

-12-

１
■
０
と



¥/  

》/¥¥
，〆

一一¥
1 

才ノ峠 I号墳 i 

J 

-同--

宮古¥担

J --d戸

一一一三ーーー

一一

第百関 二ヂノ

8 
m
 



I区

中竹矢遺跡は、北側の丘陵部と南側の水田部に分け、今年度は水田部の調査を行い、これを中竹矢

遺跡 I区 とし、さらに I区 のうち漸定道路工事部分 (幅 14婉 )を A区 、進入道路部分を B区 として発

掘調査を実施した。

調査は、重機により耕作土約30cllを 除去した段階で精査したが、暗青灰色粘土層から出雲国分尼寺

と同時代の遺物は出土 したものの当初予想された出雲国分尼寺関係の遺構は検出されなかった。その

ため、さらに暗青灰色粘土層約20伽を除去したところ、山裾の灰色粘土層から弥生土器、古式土師器

などが出上したため、精査すると灰白色粘土層に掘り込んだ土壊が確認された。調査が進むにつオk土 療

は複雑に切り合っており、土壊の壁の崩れているものも多く、そのため理解に苦しむことも多々あ

った。さらに、A区西側にも土壊の存在することが考えられたため、進入道路部分を拡張した (B区)

ところ、南北に走る溝状遺構が検出された。この溝状遺構より西方は、淡青灰色砂礫層となり、灰白

色粘土層はなく、また、土装も検出しえなかった。

1.遺跡の範囲と遺構

発掘調査の結果、遺跡の範囲は以下のように考えられる。B区で検出した溝状遺構がこの遺跡の西

側の境界をなし、また、丘陵裾から約30η南にある東西方向の水路付近が南側の境界をなしているも

のと思われる。B区 では、溝状遺構の東側には灰白色粘土層に土装が掘られているのに対し、西側は、

淡青灰色砂礫層で土療も検出されていない。また、南側の水路以南でもB区の溝状遺構以西と同様に

淡青灰色砂礫層となっており遺構は存在しない。以上のことから、中竹矢遺跡 I区は西側は溝状遺構

で、南側は上記の水路付近にそれぞれ遺跡の境界があるものと考えられる。

検出された遺構は、A区では弥生時代前期から古墳時代前期にかけて作 られた土壊 193、 B区では

土壊 3、 溝状遺構 1で ある。

(1)土躾 A区 193、 B区 3の計 196の 上壊を検出しえた。これらの土装は、灰白色粘土層に掘り

込んだもので、最小が53働 ×47側 (SK 174)、 最大が 193釦×155伽 (SK 177)を測るが、大多数

は、長径で 100働から 150 cln、 短径で 60帥から 100伽 の範囲内の上壊である。また、深さは、確認

面から30伽から50伽の上嫉がほとんどである。その平面形は、長方形、円形を示す土壊は約 1割にす

ぎず、他の上療は不整形である。底面も平らというより、凸凹をもつものが多く検出された。これら

の土療は、そのほとんどが互いに複雑に切り合っている。全体の半数以上の上壊から土器、木製品、

木、石などの遺物が検出されたが、それらはほとんどが土壊内では浮いた状態で出土しており、平面

的にも分布の方向性はみられない。

(2)溝状遺構 B区中央で、南北方向に幅約 58η 、深さ約40勤の溝状遺構を検出した。この溝状

遺構は、底がやや荒い砂礫層となっている。

跡４逗
や
矢
メ
竹
慟
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５
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第 10図 中竹矢遺跡 I区土拡内出土土器
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需 器種 出土地点 法 量 (効) 形態 。文様の特徴 手法の特徴 考備

1 鉢 S K 09

口径 13.4

底径 69

島さ 12.9

しっかりした平底から胴部 |ま

内湾して伸び口縁部に至る。

□縁部はやや角ばり、わずか

に平坦になる。

口縁、胴剖ウト面、上半、

内面全面ヘラ磨き、胴部

下半、底部外面、指によ

るナデ。

焼成

胎土 /よ 白ヽ色砂粒合む

色調 黒灰色

餅

2 奏 S K 142

□径 240

底径 8.5

局さ 251

最大径 25

しっかりした平底から胴部は

内湾して伸び、回縁部は「く」

の字に外反し、端部は肥厚す

る。口縁端部にヘラによる刻

み目、胴部最大径付近にクシ

による刺突文。

底部ナデ。

胴部外面上半はハケロ、

下半は縦方向のヘラ磨き、

内面ハケロ、口縁部内外

面ヨコナデ。

賊 餅

胎土 砂粒ほとんど合

まない

色調 灰黄色

3 箆 SK 23

口径 200

底径  48

高さ 303

最大径29.5

月ヽさいがしっかりした平底か

ら、胴部は強く張る。口縁部

は複合口縁で大きく外反す乙

底部外面ハケロ。底部外

面、胴部内向卜半、外面

ハケロ。胴部内面上半指

によるケズリ。口縁部ヨ

コナデ、凸部は貝占り付け(

焼成 良好

胎土 /卜砂粒多く合む

色調 白黄褐色

胴部に焼成後に穿孔

奏 S K 45

口径 17.3

現存高156

最大径197

肩部はなだらかで、胴部は球

形をなす。□縁部は複合口縁

をなし夕十反じ瑞部は平期こなる(

胴部外面ハケロ、内面ヘ

ラ削り。口縁部ヨコナデ

朗

砂粒を多く合む

黒色 (炭化物付

着)

賊
艦
鯛

5 壽 S K45

口径 179

現存高12.8

歎 ぞζ19.0

肩部はなだらかであまり張ら

ない。口縁部は「く」の字に

外反し、端部はやや肥厚 し平

担になる。

B同部内外面ヘラ削り。

口縁部ヨコナデ。

餅

小砂粒を多く合

む

黒色 (炭化物付

着)

賊
艦
　
鯛

甕 S K 30

口径 148

現存高 136

最大径 176

肩部はなだらかで、胴部は球

形をなす。□縁部は複合□縁

をなし、外反し端部は平坦に

なる。

胴部外面ハケロ、内面ヘ

ラ削り。口縁部ヨコナデ

焼成 良好

胎土 徹卜砂粒含む

色調 黒色

状
旧
窪
鞘
SK l14

先端が幅広くなり、ていねい

に加工する。全体に扁平であ

る。

表裏面を削る。

h茉醒 S K 164
径

現存長 121 丸木をそのまま利用し、木元

に弓筈を作り出す。

弓筈近くを削る。

状
理御
反

κ SK 42

長さ 304

“

冨    8,4

厚さ 0.8

方形の薄い板で、一辺は「―」

状の快りを入れる。角に方形の

穴があり、釘穴かと思われる

表裏とも削り。

中竹矢遺跡 I区出土遺物観察表
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2.出土遺物 (図版809)

暗青灰色粘土層出土遺物

須恵器、瓦、土師器など出土

数は多い。山際に近いほど多

く出土すること、レベルがま

ちまちであることや出土遺物

から出雲国分尼寺跡、同瓦窯

跡からの流れ込みと思われる。

土娠内の遺物 土壊内から

は弥生時代前・ 中・後期、古

墳時代前半の土器や、鉢、鋤、

丸木弓、擢状木製品、杭状木製

品、板状木製品などの木製品

が出土した。現在整理中であ

るため全てを把握していない

が、土器は弥生時代中期のも

のと古墳時代前期のものが多

いようである。

(柳浦俊一、園山和男)

仰

9

第 11図 中竹矢遺跡 I区出土木製品

?       10Cm

7 櫂状木製品
8弓
9 板状木製品

-18-
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ぬの   でん

6.布  田 遺  跡

I 発掘調査

事前の試掘調査で、バイパス予定地内の長さ約 450 Tbに わたって土器の出上が確認できており、遺

跡の範囲もほばこれに一致するものと考えられる。今年度はバイ
パス予定地内を大きく6区 に区分し、

中央部のⅡ～Ⅳ区について発掘調査を行った。この地区の層序は、Ⅱ・ 皿区とⅣ区でわずかに異なっ

ている。第 8試掘溝では第 I層 (耕作土 )、 第Ⅱ層 (赤褐色土)、 第皿層 (暗赤色粘土)、 第Ⅳ層

(責灰色粘土)、 第V層 (暗灰色粘土)、 第Ⅵ層 (灰白色砂)と なっている。第皿～V層 は同質の粘

土層で、第皿・ V層上面にそれぞれ砂がかんでいるも第 9試掘溝では、第Ⅱ層 (黄褐色土)、 第皿層

(赤褐色土)、 第Ⅳ層 (茶褐色土)、 第V層 (灰白色砂)と なっており、皿区の第皿
・～Vの粘土層が

消滅したかわりに、赤褐色土層の上下に新たにそれとほぼ同質の上層の堆積が認みられ、南に向かう

につれ、それも薄くなって砂の堆積が厚 くなる傾向がある。第 8試掘溝で確認された落ち込みは、

SD■ (古墳時代)、 S D12(弥生時代)の溝で、第 9では土躾状のピットであった。

調査区全域にわたって圃場整備を受けており、第Ⅱ層上面はほば水平に削り取られていて従来の状

態を留めていない。従って遺構は第Ⅱ層上面で確認されるが、いずれも上部が消滅している。なお遺

構が認められたのは皿～Ⅳ区にわたってであり、ⅡB区以北では検出できず、包含層だけであった。

Ⅱ 遺構

遺構は弥生時代以降の溝、住居跡、掘立柱建物跡などが確認されている。以下に特に皿区の遺構に

ついて述べることにする。

(1)掘立柱建物 (第 13図 )

SB 01 皿区第Ⅱ層上面から、 S D09～ 10の埋上の上面で確認された。長軸の方位はほば真北に一

致 している。北端は調査区外に伸びており、規模は 2間 (376η)× 3間 (2間分 480印)である。

柱穴はいずれも円形で P4、 P8、 P10に はそれぞれ板が敷いてある。

S B 02 SB01に 重なるような状態で検出された。長軸の方位は東西に向いている。規模は 1間

(244η )× 2聞 (318η)でかなり小さい。柱穴は直径22師～38cm程度で、深さもさほどない。上

部が削り取 られていると思われ、 Pl内 の石材がすぐ現れている。この石は自然石で上面が平担にな

っている。

SA01、 SB01の外側を巡るように柱穴が10個検出された。東西両側の柱穴は SB01の柱穴にほぼ

対応 し、それとの間隔は148働である。検出された柱列の規模は西側で 4間 (880伽)、 南側で 3間

(764側 )、 東側で 2間 (400釦)で ある。柱穴は直径ほぼ40働程度の円形で、深さは約20帥である。

P8の断面でみると柱根の太さは約 15伽である。

掘立柱建物の柱穴からは、土器片がわずかに出上しているが、いずれも細片である。弥生土器片
の

ようであるが、柱穴の掘り込まれたところは、弥生時代中期の溝 (SD 09-10)の 覆上にあたるため、

-21-
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第 13図 布田遺跡掘立柱建物跡

弥生土器は溝に関係するものであろう。いずれにしてもこれらの建物は弥生時代中期を大きく下る時

期のものである。

その他に皿区南側でも柱穴群が発見されており、その数は70個 を越え、 7～ 8棟の家屋が存在した

ことが予想される。この柱穴群は古墳時代の溝 (S D ll、 5世紀末～ 6世紀)の上にかかっていると

ころから、古墳時代以降のものと考えられる。

(2)溝 (第 14図 )

工区では弥生時代中期と古墳時代の 2時期のものが、溝状遺構をも含めて12本検出された。

S D 06 幅24～28印、深さ 9～ 14師でN-70°―Wに向いている。断面はほぼ半円形を呈し、全体的

に整っている。皿区中央部以東では検出が不可能であった。この溝の掘 り込まれた部分にも住居跡状

―-22 -―



第14図 布田遺跡第皿区遺構図

の遺構があるところから、それと

の関係が強いと思われる。

SD07 西側で約70帥、東側で

約 130伽 の幅があり、深さは約 10

印である。西端ではわずかながら

南に湾曲する傾向があり、東端は

S D 12に 合流している。溝内には

砂が堆積しており、粗細 2層に分

れている。

SD08～ 10 3本の溝がⅡC区

から皿区にかけて平行して走って

おり、南にやや湾曲した状態で検

出された。08と 091ま 幅60～ 80伽、

10は 300～ 330 cmあ る。前者は浅

く遺物の量も少ないが、後者は二

段に掘り込まれており、最も深い

ところで約50働ある。全体に東に

向けて徐々に深 くなっている。 S

D10か らは遺物が多量に出土 して

おり、溝の段上にあるものと、最

深部にたまっているものとに分け

ることができる。皿区東半部で 3

本の溝はつながっており、発掘時

もこの部分だけ堆積上が他と異な

っていたが、特に別の遺構を検出

するまでにはいたらなかったЬい

ずれの溝も2層の堆積が認められ、

上層には灰褐色の砂質上 。下層に

は灰色の粘土が厚 く堆積 していた。

SD■ 唯一古墳時代の溝であ

る。 S D12と 重復しており、溝の

下面を追うのはかなり困難であっ

た。幅約 140師、深さ30～40印で

/

れ

-23-
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第15図 布田遺跡 S104出土遺物

あり、赤褐色土層上面から黄灰色粘土まで達している。底面から遺物
が多量に出土する。

S D12 幅約 200師で東端では300帥程度まで広がっている。北側に幅約30印、深さ30釦
の細い溝

があり、その南で一度高くなったのち再び深 く、そして幅広く掘り込まれ
ている。上部を SD■ によ

って切られているため、浅いところではほとんど底面が残っていないが、赤褐色
の粗い砂が堆積してい

る。遺物もS Dll内 の土師器などと限在した状態で出上している。溝
の中央部で南側を走るS D07が

合流しており、溝内の遺物もほぼ同時期のものである
ことから、 S D12と 07が 同一時期の溝であると

考えられる。

(3)土壊 (第 14図 )

皿区南端で現在16個検出されており、遺物のはいっているものは8個ある。そ
の内特に遺物の残り

がよく、時期の判るものとして SK01、 02、 09があげられる。

S K01 皿区東端 SD07と S Dllの 間で検出された。長径66伽、短径55clBの 楕円形で深さは約
19釦

であり、下面は暗赤色の粘土層まで掘り込まれている。土墳内は 3層
に分離でき、 下層は 1～ 5 cln

の円礫と粗い砂で構成されている。これは、土壊を掘り込んだのち円礫を敷
きつめたものと考えら

れる。下層の上面から中層にかけて、弥生時代後期の甕形土器が埋ま
っていた。

S K02 長径 166印、短径88伽の楕円形に掘り込まれており、深さは約 18印である。下部約
10釦ほ

″ケク″
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どに炭化物混じり

の灰層があり、焼

却後の灰を捨てた

ものらしい。

S K09 耕作土

を除去した段階で

土器が集中して出

土 していたが、遺

構は確認できなか

った。土器を取り

上げたのち、それ

が上療内の遺物で

あることがわかつ

た。それによると、

長径 120師、短径

72師の楕円形の土

羨で、土器は南側

にかたまって出土

している。もちろ

ん上部を削り取ら

れてお り、土器の

下はすぐ底面であ

る。

14)住居跡

(第 14図 )

南端で竪穴式住

居跡が検出された。

S1041こは土器を

伴っている。

S101～ 02  1

辺 296伽 の隅丸方

形の小形住居跡で

ある。 S101を完第16図 布田遺跡 SK 09出土遺物

―-25 -―
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第17図 布田遺飾 S D10出土遺物

掘したが、遺物はなく、住居内に柱状ピットは 2個 しか検出できなかった。住居の四隅
の外側に、内

側で検出された柱状ピットとほぼ同規模の柱穴が各 1個ずつ見つかっているが、これが S101に 伴う

かどうかは不明である。また S102に も遺物は全くはいっておらず、柱穴も検出できていない。

S104 皿区の東南隅で検出された。一部しか現われていないが、ほぼ一辺 360伽 の隅丸方形の住

居跡らしく、土器が北壁付近に集中して出上 した。土壊と切り合っており、 SK02→ S104→ S K06

の変化が追える。また、古墳時代の上装も住居跡内に掘り込まれており、
この付近は遺構が複雑に重

なり合っている。

皿 遺物

S D 10か ら多量の遺物が出土するのをはじめとし、各遺構に遺物が伴っている。
ここでは、遺構ご

とに代表的な遺物を紹介することにしたい。

S104(第 15図) 壷形土器と甕形土器および底部片が出土する。 1は壷形土器の回縁部である。

日縁部は漏斗状に大きく外反 し、太くて短い頸部には箆描きの沈線が 8条走っている。胴部は欠損す

―- 26-―



るが、わずかに胴が張りつつも、全体的にはほっそりとした器形になるものと思われる。外面は縦方

向、内面は横方向の刷毛目調整を施したのち、それぞれナデ消している。2は奏形土器の口縁部片で、

逆L字状に強く屈曲した日縁を持ち、国唇部には細かな刻目が施されている。胴部は口縁部からほぼ垂直にお

りており、外面回縁下には箆描きの沈線が 6条巡っている。内外ともに縦方向の刷毛目調整後、横方

向にてt｀ねいなナデを加えている。 3は回縁部をわずかに外反させた甕形土器である。内外面ともに

斜行の刷毛目調整を施したのち、ナデている。 4は厚手の底部片である。やや薄めの底面に粘上を貼

り付け、 B同部下端も厚 く粘土を貼り付けて補強している。外面は刷毛でかき上げたのち、さらにナデ

て整えている。内面はナデ調整である。わずかながら上げ底である。 5は底部片であるが 4よ りも薄

く平底である。外面は細かな刷毛目調整、内面はナデが施されている。以上の上器は、弥生時代前期

末～中期初頭のものと思われる。

SK09(第 16図) 壷形土器と甕形土器が出土する。 1は 壷形土器であるが、口縁部は直線的に立

ち上がり編斗状に開いている。日縁端は肥厚させて、端部に広い平坦部をつくる。日縁下と肩部にそ

れぞれ 5条 と3条の隆起帯をつくり、それに直交させる形で縦に 2本の突帯を貼り付けている。頸部

から肩部にかけての屈曲から胴部はかなり張ることが予想される。表面の剣脱が著しいため、調整は

明瞭でないがていねいなナデと思われる。 2は 甕形土器の回縁部である。 くの字形に外反させ端部を

わずかにはね上げている。胴部はさIュ ど張らないものと思われる。内外面ともにナデ調整である。 3

も同様の口縁であるが日縁端に面取りを行なっており、はね上げの度合も強い。内外面ともに刷毛目

調整ののちていねいなナデ調整を施している。 4は 回縁部を欠いた甕の胴部である。やや上げ底の底部

から直線的に立ち上がるが、胴部上半は張りが強いЬ内外面ともに刷毛目調整後、ナデている。

壷形土器は、松江市タテチョウ遺跡から類似した土器が出上している。タテチョウの報告書では、

横方向の隆帯に縦に 2本 の粘土紐を貼り付ける手法を弥生時代中棄の特徴としているが、器形に関し

3

第18図 布田遺跡 SD■ 出土遺物
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第 19図 布田遺跡出土遺物

ては後葉的な要素をそなえているといえる。甕形土器はどちらもくの字形のはね上げ日縁で中期中葉

の特微をしっかり示しており、壺形土器もほぼこの時期に相当すると考えられる。

S D08～ 10(第 17図) どの溝からも同様の上器が出土する。特に S D10か らは、弥生中期の上器

が多量に出上している。 1～ 3は壺形土器の日縁部である。 1は朝顔形に大きく開いた日縁で先端都

0                  10cm
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は欠損するが、内面に 2条の突帯を貼り巡らしている。外面頸部にも2条の突帯が巡らせてある。内

外面ともに縦方向の刷毛目調整後、ていねいにナデている。 2は同様に大きく開いた口縁であるが、

□縁端を垂らして広い平坦面を作っている。内外面に文様はなく、ナデによる調整である。 3は 円筒

形の頸部から漏斗状に強く開く口縁で、国縁端はわずかに肥厚するのみである。やはり文様はなく、

刷毛目調整後ていねいにナデている。 4は無頸壷の回縁である。丸い胴部から内向しながら立ち上が

り、□縁部は突帯状の粘土紐を貼 り付けて、強く屈曲した形をつくり出している。口縁端には、刻み

目が施されており、口縁下に突帯を貼 り付けたのち、強めの刺突を行っている。日縁上面および肩部

に櫛描きの斜格子状沈線がはいっており、□縁上面にはさらに円形の貼付文が細かく加えられている。

5は くの字形口縁の甕形土器で、頸部に強い稜線を持ち、日縁端は上に向ってはね上げている。内外

面ともに横方向の刷毛目調整後、ていねいにナデている。 S D10か らはこの恭形の甕形土器が多く出

土する。底部はいずれも平底でわずかながら上げ底になっている。底部片の出土が最も多い。その他、

高郭、 ミニチュア上器などの破片も出上 している。壷、甕の器形や文様などからS D10の 遺物は、弥

生時代中期中葉の所産と考えられる。

S Dll(第 18図) 古墳時代の遺物が出上している。 1は土師器高tThで郭下半部は浅く、上半部は

やや内湾しながら開き、端部をわずかに外反させている。杯屈曲部は外側に段を有している。脚柱部

はほば円筒形をなし、内面はヘラ削りである。脚裾部は大きく開き端部をていねいに面取りしている。

内外面ともにていねいなナデ仕上げである。 S Dllか らは高郭が多数出土する。 2は甕形土器の□縁

部で、頸部からゆるやかに外反している。頸の屈曲部は鋭い稜がたっている。内面は横方に、外面は

屈曲部以下に縦方向の刷毛目調整ののち、ナデが施されている。須恵器は大形の壷の破片のみである。

高外の形態か ら、いわゆる大東式の時期に相当すると考えられる。

土器の他に石器、石製品も出上している。石器には石鏃、石斧、石庖丁、石響、石鎌、敲石、

砥石、彫器などがある。 石鏃はSD08～ 10な どに出土 している。いずれも無茎で弥生時代のもの

にすればやや小形である。黒曜石、安山岩系の石材を用いる場合が多い。 石斧は S D 09～ 10か ら

打製 。磨製の両方が出上 している (第 19図 2)。  石製品としては管玉や男根状石製品が出土して

いる。管玉は S D06か ら中期中葉の壷形土器とともに 1個 出上 している。緑色凝灰岩製で長さ14翻、直

径 3.5脚で断面円形である。穿孔は両側から行われており、表面はよく研磨されている(同図 3)。 管玉の未成品

が3点出上している。いずれも緑色疑灰岩製である。同図4は風化が著しく表面は灰緑色に変色している。

長さ 31.8翻、直径 5例で断面はほぼ円形であるが、 一部に平坦面が残っている。 穿孔は行われて

おらず、磨耗が著しい。両端部はわずかに欠損していると思われる。その他の 2点は、 S D10、 SD

12か ら各 1点ずつ出上 している。管玉未成品に関連して、布田遺跡からその石材の緑色凝灰岩片が

多数出上 している点が注目される。第19図 5は 、Ⅳ B区から出上 したものであるが、長さ 7.7銅、幅

24～ 2 9 cln、 厚さ05伽の板状の石材に縦方向に細い溝が走っており、管玉をつくる過程を示す好

資料である。このような溝のはいった板状の石材はその他に何点も発見されており、遺物を整理する
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ことによって玉造りの工程が明らかになるかもしれない。その他に皿区S D06付近で多数のチップ、

フレイク類が出土している。現在総数 260点を数え、石器の工房跡の可能性もある。石材はめのうな

どが多い。

一風変った遺物では、ⅡA区耕作土下面から男根状石製品が出上している。砂岩質の脆い石材に切

り込みを入れ、基部に近い方を溝の底から斜めに削り取って、明確な亀頭部をつくり出している。反対

側はやや細くなっているが同様に溝を巡らしている。亀頭部側がていねいなつくりをしているのに対

して、こちらは粗雑で、あるいは紐などをかけて使用したのかもしれない。断面不定円形の自然石を

用い、亀頭部は厚さ2.7帥、基部はやや扁平で 1.8釦である。長さは 12.0釦を計る。

Ⅵ ま と め

以上のように布田遺跡は、弥生時代中期の溝を中心として、掘立柱建物、弥生時代の土媛、住居跡、

古墳時代の溝 などで構成された複合遺跡である。遺跡の性格は、集落跡と考えられ、弥生時代前期

末～中期、後期さらに古墳時代 (5C末～ 6C)に 営まれたことが理解される。調査区を東西に走る

S D08～ 10は調査区東方では検出されなかったことから、南へ曲っているものと予想される。 こ

のことから、この溝は環濠的な性格を持つものと思われ、住居跡なども溝の南側にのみ検出される。

しかしながら集落の中心はさらに南および西方にあると考えられ、 SD 10の 遺物 も廃棄されたもの

と考えられる。

布田遺跡は意宇平野の中央部に位置し、島根県内では不明確であった平地の集落の様子を知ること

ができ、また、各遺構に伴う遺物にも時間的な幅があるところから、同じ地区内での集落の変遷を知

る上で一つの手掛 りを得ることができた。 しかし今年度調査では、その調査範囲も少なく今後の調

査に期待するところが大きい。

その他、特に注目される点は、管玉などの未成品や石材などを多数出土する点で、あるいは玉造り

を行ったことも予想され、今後工房や攻玉工具、さらには玉作りの工程を示す石材などの発見が課題

となろう。 (足 立克 己)
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遺 跡

夫敷遺跡の調査は、第 1調査区に設けたNo 18グ リッドの土壊分析から始めた。 このNo18グ リッド

の北壁で、表土から第 7層 まで柱状に土壌をサンプリングし、宮崎大学の藤原宏志助教授にプラ
ント・

オパール分析を依頼した。その結果、 7層から成っていた層順のうち、第 6層に全国の他の水田遺跡

の分析結果にみられるような、イネのプラント・オパールのピークが認められ、水田跡の存在
が指摘

された (プ ラント・ オパールおよびその分析結果については別稿に報告)。 このときには、まだ夫敷

遺跡の範囲内では遺構の確認はできておらず、土器片数十点が採取されていたにすぎなかっ
た。

そこで、夫敷遺跡の調査開始にあたっては、藤原助教授の現地での直接指導により、
バックホーで

幅 1.5れ、深さ 2れ の トレンチを、発掘範囲の東側に約 90れ にわたって掘削した。 これは、水田の

畦畔の間隔を考えたとき、長さの短い トレンチの壁面では、 トレンチ内に畦畔の断面が出ないことが

予想されるために、長い トレンチの壁面で幾条かの畦畔の断面を検出し、それを水田面確認
の手がか

りにするためであった。

10月 初旬にその トレンチを掘削 したが、その日に第Ⅱ調査区の北側に第 6層 の黄灰色粘土層で畦畔

と思われる高まりとそれ に平 行して走る溝の断面をみつけることができた。第 5層が幾分粘上分を

合むものの砂層になっているために、第 6層 との区分がしやすいことも検出を容易にした。

この第 6層の畦畔の断面が明らかになったことで、プラント・オパール分析による第 6層 に水田跡

の可能性有という報告結果とは大方において合致するものと考えられたが、これから後は、層序にし

たがって平面で水田の広がりを捉 らえるという、いわば分析結果との照合という形で発掘調査を実施

した。

水田遺構

水田遺構は夫敷遺跡第Ⅲ調査区と名付けた幅 14れ、長さ90れにおよぶ範囲内で、 2時期のものを

上、下 2層で検出できた。

(1)第 4層 の水田遺構 (第 20照 )

この第 4層は暗灰色の粘土層で、水田面はプラント・ オパール分析では明確に捉らえられていなか

ったものである。この層では、調査区内に、明確な水田区画 1筆、推定復元できるもの 16筆、 合計

17筆が確認できている。

大きさは最大で一辺 75婉、小さいもの 5η ×3れであり、一辺 5η ぐらいのものが多い。

畦畔の幅は40伽から 1‐程度あり、 高さは 5伽ばかりである。畦畔には、 木杭を打つとかとい

ったものはなく、水田耕土と畦畔の上質は同じである。また、畦畔の南北軸は磁北にはば等しい。

この第 4層では、水利を示すような取水口など水日の構造に関するような遺構は発見できなかった。

出土遺物は、第Ⅱ調査区の北側に集中して弥生中期のものと思われる土器があった。しかし、細片

が多くまだ未整理であるため詳細は省く。その他の遺物もない。

暁
敷

ふ
夫７
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(2)第 6層の水田遺構 (第 20図 )

この第 6層がプラント・ オパール分析によって水田跡の可能性が指摘されていたことはすでに記し

た。黄色の粘土混 じりの砂を平担に削り取ると黄灰色粘上の畦畔の跡が浮かび出、砂層を完全に取り

除くと水田面が出てくる。この第 6層 もやはり、畦畔と水田耕土とは同質の上であり、畦畔に矢板の

列とかは認められない。

水田区画の規模は5.5η ×52ηといったきわめて小さなものもあるが、 一辺 8η ぐらいのものが主に検

出されている。また、畦畔の方向や大きさも、第 4層のものとほぼ同位置に、同一方向に伸びており、

共通性が認められる。

現段階では、調査区の北側に東西に走る溝の性格など、第 6層の水田遺構については全般にわたっ

て検出していないため、正確な様相は述べることができず、出土土器についても詳細は本報告にゆず

ることにする。

以上述べたように調査は第 6層 の水田跡を検出し終えたところであり、いまのところその事細かな

分析までには至っていない。ただプラント、オパール分析によって水田跡の可能性が指摘さ
れ、それ

が発掘のうえからも実証されたことをまず記しておく。だが、このことからは、調査者に対し
て多く

の問題点が提起されたことも明らかである。

(1)水日の立地と範囲

夫敷遺跡の北端には舟底という地名が残るように旧河道を示す低地がある。遺跡は
この旧河道沿い

の自然堤防上に営なまれた可能性がある。東西への広がりは
バイパスのルー ト内 60mという限定があ

るため押さえることができない。あとは南へどれだけ伸展していたのか、それを確認する必要があ
る。

立地等がいくらかでも明らかになれば水利面での関係を知ることができよう。

12)水 田構造

今回の畦畔は土を盛ったもので、作りそのものは簡単である。だが、水田であれば、取水
口をはじ

め潅漑用施設など考えられる。今後、そのような諸施設が明らかにできるかどうか。

(3)条里制との関係

意宇平野には現在もなお、条里制が一部に残っている。この弥生期の水田ltrと 後代の条里制と
の間

になんらかの関連性があるのかないのか。

時間的にもまた範囲的にも限りのある調査のため、どの程度できるか不安はあるが今後の整理お
よ

(平野 芳英)び調査で解明したい。
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夫敷追跡におけるプラント・ オパール分析

宮崎大学農学部  藤  原  宏  志

最近数年の間、各地の遺跡で古代水田が発見され古代水田稲作の様子が具体的に明らかになりつつ

ある。従来、弥生時代の水田跡といえば静岡 :登呂遺跡にみられる大型 。方形水田を想定するのが通

説であった。しかし、最近の水田跡発掘調査の成果は 1区画 :20～ 50π、不定形のものが一般的で

あり、登呂遺跡のような 1区画 :1,000π ～ 2,000拷 という大型水田はなく、むしろ例外的とさえい

えることを示している。また各地方の古代水田はそれぞれの立地に対応して区画の大きさ、畦畔造成

法、潅漑法に違いがあり多様性に富んでいる。

山陰地方ではまだ明確な古代水田跡の発掘例がなく、この地方における古代水田様式を考察する資

料に欠けているのが現状である。

当該夫敷遺跡は意宇平野にあり、少なくとも弥生時代には水田稲作が営なまれていたと考えられる

位置に立地している。本報告は当該遺跡で行なったプラント・ オパール分析による古代水田跡の探索・

確認に関する試みについて述べようとするものである。

1 分析法および試料

〔分析法〕

プラント・ オパール分析法は古代イネ科植物を探索、復元することを目的に開発された新しい植物

分析法である。プラント・オパール定量分析法の確立により、古代水田跡の確認・検証およびその水

田で生産されたイネの総量を推定することができるようになった。

当該遺跡では、特に新しい試みとして、水田遺構を検出する以前の試掘段階で土壌試料を採取・分

析し、その結果から古代水田跡の位置・ 層位を知り発掘調査の便を計ることにした。なお、プラント・

オパール定量分析法の手順を図に示した。同分析法の詳細については別の拙報を参照いただければ幸

いである。

〔試料〕

三次にわたる現地調査で多くの試料を採取 。分析したが、ここでは '80年 8月、夫敷遺跡 18グ リッ

ドで採取した土壊試料の分析結果について述べることにする。

2.分析結果 (図版 16)

分析結果は図に示した (第 21図 )。 なお、この分析結果に示した土層はその後検討が加えられ第 2

層が二区分されたが分析時点ではまだ旧区分で扱われていたため、そのまま旧区分の上層図で示した。

3 考察および結論

① 試掘溝夫敷 18グ リッドより採取した土壌試料を分析した結果、第5層 鯨 第 6層)に イネ機動

細胞プラント・オパールの顕著なピークが認められ同層が水田跡である可能性が強いことを示した。

② Ⅱ区における発掘調査の結果、第 3層 (新 4層 )で弥生時代中期の水田遺構が検出された。試
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掘調査における第 3層 の分析ではイネ機動細胞プラント。オパールが検出されず同層が水 田跡である

ことを予測できなかった。この理由について次のことが考え られる。 a、 Ⅱ区、第 3層で水田跡が発

見された地点と 18グ リッドは近接 しているが同地点ではない。 18グ リッド近傍の発掘が進めば明ら

かになるが 18グ リッドの位直では第 3層に水田跡が分布 していないのではないか ? b、 水田遺構が

検出された部分の第 3層試料を調べた結果 (水田遺構検出後)イ ネ機動細胞プラント・ オパールが検

出されたが量的には少な く (3× 103個 /ヮ )水 田として活用された期間は短かかったと考えられる。

この程度の量であると試掘の段階で出たとしても水田跡として予 沢」することは出来なかったであろう。

③ 第 3層、第 5層 (新 4層、新 6層 )で発掘確認された水田跡は 1区画 :20～ 50πの広さであ

り形も不定形である。畦畔はほとんど残っておらず、その造成法を詳細に知ることは難しいが、わず

かに残された畦畔部の状態から、低い盛土法が用いられたと推定される。

この水田様式は岡山 :百間川遺跡の様式と近似している。

① 平面調査に先立ち、試掘溝で採取した土壌分析の結果から水田跡の位置・ 層位を探索する試み

は第 5層 (新 6層 )水 田跡を予知することができたので一応の成果を収めたものと判断してよかろう。

プラント・オパール定量分析により、水田遺構の探索が可能であることを実証する結果であり、今後

他の遺跡における水田遺構調査に応用できる見通しが得られた。
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アJヽ

昭和 55年度国道 9号線松江東バイパスにおける埋蔵文化財発掘調査対象遺跡は以上の6遺跡であっ

た。この概報のおわりにこれ らの調査の成果を私見を加えながら簡単にまとめて結びとしたい。

石台遺跡 】区と春日遺跡 I区とはバイパスルー ト内で、それぞれ馬橋川、意宇川にかかる橋台部が

その調査対象区域であり、いずれも遺跡の全貌を知ることは出来ない。石台遺跡は当初予想されてい

た縄文時代、あるいは弥生時代の遺構は検出することはできなかった。僅なこれらの時代の遺物を採

取したのみである。土層の観察から、この調査区一帯が数度にわたり湿地や、中ノ海や大橋川に続く

入江のようになっていたことが考えられる。発掘調査から知り得たその上限は、縄文時代晩期であり、

下限は中世である。このあたリー帯が水田として利用されたのは少なくとも近世以降であろう。出土

した遺物は磨滅しているものはなく、付近に遺跡があることは間違いないようである。また、春日遺

跡は、縄文時代から中世までの各時代の遺物が発見された。これらは皆小片であり、ことごとく、ま

た、著しく摩滅している。その各土層より出土した遺物は必ずしも層序に適合している訳ではない。

遺物は明らかにかなり遠 くから意宇川によって運ばれてきたものであり、土層は意宇川の氾濫の歴史

を示していた。

才ノ峠遺跡は、出雲国分寺跡の北方約 400れのところにあって、標高約 25れ の低丘陵上と、その

下の水田部を合めた広範囲にわたる遺跡である。水田部は石台遺跡 I区 と同様、中世までは湿地帯で

あったと考えられる。丘陵部はその頂上と南側斜面に掘立柱建物跡を中心とした遺構と、それに伴う

遺物を検出した。掘立柱建物跡は全て 2× 3間であり、中でも頂上部平坦面の S B 01は規模が大きく、

ひときわ目立った存在である。注意されるのは、検出した他の遺構は全て丘陵の南斜面に築かれた加

工段に集中していることである。水田部からも多くの遺物が発見されたが、それらは、この丘陵部か

らの流入ばかりではないようである。さらに、丘陵部、水田部の遺物の中で注目されるのは、土馬、

土鈴、鈴形石製模造品、ミニチュア土器、土玉等、これまで祭犯遺跡から出土している遺物が多数あることであ

る。同時に出上した須恵器は、概ね 7世紀中葉から8世紀後半にかけてのものと考えられ、この遺跡

の時期を示している。この才ノ峠遺跡の性格を祭ネE遺跡として間違いなかろう。水田部から出土した

木製品の琴柱や火鑽臼も、ここで行われた祭杷に使用されたものである可能性が強い。特に水田部

出上の遺物の中でも祭ネEに 関係すると考えられるものは、丘陵上で祭杷がとり行われた後、故意に

廃棄されたと思われるふしがあり、この遺跡での祭杷形態をある程度復元することも可能となってく

る。この遺跡の存在する丘陵はその頂上で松江市竹矢町字才ノ峠と松江市馬潟町字才ノ峠とに三分さ

れ、両方にその地名が残っている。これは、少なくとも近世以来の竹矢村と馬潟村の邑境であった。

山陰地方には、今だ数多 くの才ノ神信仰が残っており、その中には藁馬、土製馬、石馬を奉納し祭4E

が行われている興味深い民俗例もある。この遺跡の場合、現在は祭杷は行われておらず、その伝

承もなく、地名を留めているにすぎないが、才ノ峠という地名と、この遺跡の性格には何らかの関係

結
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を想像させるものがある。

中竹矢遺跡 I区は、出雲国分寺跡と出雲国分尼寺跡とのちょうど中間に位置する。その北側は、全

長約24紀の中竹矢古墳 (前方後方墳)や、 史跡出雲国分寺瓦窯跡が存在する丘陵となっていて、この遺跡

は、この丘陵の南裾にあたる微高地上にある。検出された遺跡は弥生時代前期から古墳時代初頭の間

に築かれた不整形な土嫉 196基である。とりわけS K 23出土の壷形土器は、その器形や胴部下半に故

意に穿孔されていること等興味深い資料である。これらの上矮の多くは、墓壊と考えられるが、周

囲は騰で区画され墓域として認識されていたらしい。これ ら土壊墓群の上 には遺構 は検 出され

ず、瓦、須恵器、またA区からは界の底部に「井」と墨書された須恵器が発見されて、 出雲国分寺、

出雲国分尼寺、あるいは瓦窯跡等との関係を窺わせる。このような弥生時代の上壊墓群は、島根県下で

は浜田市鰐石遺跡、出雲市天神遺跡があげられよう。鰐石遺跡は前期後半、天神遺跡は中期を中心と

する時期であり、いずれも大小の不整形な墓墳に上器が伴い、その中には壺棺を埋納したものが 1基

ずつ存在する。天神遺跡は出雲平野の微高地上にあり、立地も類似する。また、中竹矢遺跡の墓場の

いくつかは鋤、鍬といった木製品を伴うものもあり、これはあたかも、鰐石遺跡における石包丁、石

鎌、土錘、石錘といった生活用具が共伴するのと対応するかのようである。

布田遺跡は、意宇平野の中央にあたり徴高地上にあり、この遺跡の調査でも特筆すべきいくつかの

成果があった。先ず SB01、 S B02、 SA01(第 13図 )の掘立柱建物跡を検出したことが上げられる。

このような掘立柱建物跡とそれを囲む柵列は、 普通、 寺院や官衛関係にみられるものである。特

に S B 01の柱穴の中に板を礎盤 としたものがある。こうした柱穴は島根県下では初めての例で

ある。この掘立柱建物跡は、その最西端の一部と考えられ、ここよりさらに東方、あるいは北方に

向かい遺構が広がっていると思われる。意宇平野には、これまで、出雲国庁、出雲国分寺、同国分尼

寺等、寺院、宮衡関係の遺跡が発掘調査され確認されている。この建物跡も意宇平野における一連の

寺院、官衛跡に関係する遺構と考えることが出来よう。今一つは、この遺跡が弥生時代前期から古墳

時代中葉にいたる環濠集落の可能性が強いことである。本道工事部分の調査しだいでは、旧意宇川の

ルー トとの関連が明らかに出来るかも知れない。さらに、この集落内で管玉を製作していた事実を確

認した。その時期は弥生時代中期である。以前、国道 9号線バイパスの調査で、出雲の玉作りの歴史

を弥生時代最終末まで遡らせたことがある。しかし、このほどの調査で、再びその歴史を書き変える

ことになる。これまで弥生時代の管玉は、鰐石遺跡や玉湯町鳥場 2号墓から出土していて、いずれも

墳墓からの出土である。前者は前期中葉、後者は後期後半の時期であり、いずれ、こうした調査例も

新たに見直す必要が生 じてくるであろう。

夫敷遺跡は、前述 した布田遺跡に隣接 し、同様に意宇平野中央にある微高地上の遺跡である。

昭和 55年度の発掘調査の最大の成果は、この夫敷遺跡における水田跡の検出であろう。水田跡は宮崎

大学農学部の藤原宏志先生の現地での直接指導のもとに、プラント・オ
パール分析結果に基き、これ

を検出することが出来た。このプラント・ オパール分析結果は必然的に発掘調査を慎重にした。その
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結果、当初水田跡の存在が予想された第 6層のみならず、その上層の第 4層にも発見することが出来

た。この水田跡の発見は、山陰地方では初めてのものであり、これまでこの地方の弥生時代研究によ

って稲作が始められていたということは認識されていたものの、これを水田跡というかたちで実証す

るまでにはいたらなかった。今後は、水田に伴う灌漑施設の検出や、鋤、鍬といった農耕具、石包丁

のような収穫具等を水田跡において発見することによって、 この成果をより補強していくことが課題と

なろう。今後、発掘調査には、水田跡に限らず、理化学的方法を導入していく必要性を痛感するもの

である。

ところで、夫敷遺跡は出雲国庁跡の推定地の 1つにあげられている。現在、その石碑のある付近に

あたる水田遺構の南の調査区からはこれを裏付けるような遺構は発見出来なかった。しかし、若千の須

恵器片、布目瓦片、中国製青磁、白磁、染付が出上している。この付近に中世の遺跡が存在する可能

性がある。

以上の調査か ら、 意宇平野の中にある遺跡は、 いずれも微高地に存在していることがわかる。

そこで、中竹矢遺跡 I区、布田遺跡、夫敷遺跡の関連性を旧意宇川のルー トを考慮しながら考えてみ

る必要があろう。少し穿ったみかたをすれば、弥生時代のある時期には、布田遺跡という集落、その

北に位置する中竹矢遺跡 I区 の墳基、さらに、集落の南に広がる夫敷遺跡の水田跡という3ケ所の遺

跡の間に介在したであろう相互関係が浮かび上がってくる。その延長は約 1肺に及び、これらを結ん

だ広がりは、一つの大きな集落社会を想定させるものである。 (内 田 律雄 )

註 1 石塚尊俊「サエの神研究覚書」『山陰民俗』第 15号、昭和 27年。

2 山本清編『さんいん古代史の周辺』上、昭和 54年。

3 出雲市教育委員会『出雲市天神遺跡』昭和 47年。

出雲市教育委員会『天神遺跡』昭 52年。

4.島根県教育委員会『国道 9号線バイパス予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書』 I、 昭和 50年、

島根県教育委員会『国道 9号線バイパス建設予定地内埋蔵文化財調査報告書』Ⅱ、昭和 51年。

5 玉湯町教育委員会『烏場遺跡』昭和 46年。

―-39-―





図版 1

才ノ峠遺跡丘陵部全景 (南より)

才ノ峠遺跡水田部全景 (丘陵部より)
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才ノ峠遺跡第 1加 工段 SB-01(西 側より)

才 ノ峠遺跡丘陵部第 1～ 7加工段 (西側より)



図版 3

才ノ峠遺跡出土遺物



図版 4

12土馬

13土馬

才ノ峠遺跡出土遺物

15鈴形石襲機越贔



図版 5

16土錘 17土錘 18土錘

19軒平耳 21軒丸瓦

20軒平瓦

才ノ峠遺跡出土遺物



図版 6

24由物容器の蓋

28琴柱

才ノ峠遺跡出土遺物

25曲物容器の蓋

26火鑽臼

27火鑽臼



図版 7
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中竹矢遺跡 I ttA区土拡群 (東より)

中竹矢遺跡 I ttBttSB01(東 より)



図版 8
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中竹矢遺跡 I区木製鋤出土状況

中竹矢遺跡 I区木製鉢出土状況



図版 9

中竹矢遺跡 I区出土土器
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図版 11

違幾常遠静聾

布田遺跡 S D 08～ 10(西より)
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布田遺跡 S D08(右端)、 09(右から2本目)、 10(中央)



図版 12

布田遺跡 Si 01(南 より)
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図版 13
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布田遺跡作業風景
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布田遺跡 S K02



図版 14
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布田遺跡 SDll内高邦出土状況

布田遺跡 S K09



図版 15

夫敷遺跡発掘風景 (北より)

夫敷遺跡第 6層水田跡
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